
Vol.71
11月
2023議会だより

実り豊かな生活文化都市

P ４ 令和４年度決算概要
P 8 ９月定例会で決まったこと
P11 審議結果
P12 市長の行政報告
P13 一般質問に９議員
P17 委員会レポート
P20 市民の談話室・編集後記

※表紙写真については裏表紙（20ページ）をご覧下さいタイトル：がんばれ！私のおばあちゃん　 撮影者：今井愛梨さん（鍛冶新居）

特集　 災害時の
　   応援協定P2



特集

〇「洪水時避難施設使用」に関する協定締結施設位置図
3ページの協定締結施設を各番号で地図に示しました。施設の位置を確認しておきましょう。

　第３回定例会において市長の行政報告のなかで、８月 27日に総合防災訓練を実施した
旨の報告がありました。議員も、それぞれの自主防災会等の訓練に参加しつつ、議員間
の情報伝達訓練を実施しました。
　今年度は超大型台風の接近に伴う早期避難を想定した訓練が実施され、自主防災会に
よっては、官民連携による災害対応能力向上の一環として、協定締結施設等への避難など
実践的な訓練を行いました。今回は災害時応援協定を特集します。

災害時の応援協定災害時の応援協定
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　現在、市では新たに県の中小河川のハザードマップを追加し、避難指示の発令基準の変更等を
入れた新しい中央市防災マニュアルを作成中です。完成後、全世帯へ配布される予定です。

〇災害時応援協定

　●「洪水時避難施設使用」に関する協定一覧（締結順）

　災害時の応援協定では、「建設資機材等の提供」に関する協定（災害時に重機や仮設ハウス等
の提供）や、「食料品、生活必需品の物資供給」に関する協定（食べ物や毛布等の物資の提供）、
「洪水時避難施設使用」に関する協定（洪水が起きた際に施設を避難所として使用できる）など、
内容や締結先が多岐にわたっています。
　今回はその中で「洪水時避難施設使用」に関する協定を紹介します。

　これらの協定は、災害時に締結先が使用の許可を認めた場合に限ります。
　施設によって、屋上駐車場や建物の一部など、避難所として使えるスペースが決まっています。
　上記以外にも県外の市など、どちらかが被災した際に、避難先や人員を提供し合う「災害時相
互応援協定」も結んでいます。また、今後も新たにさまざまな企業や自治体と災害協定を結んで
いく予定です。

締　結　先 協　　定　　名

❶ ㈱いちやまマート 洪水発生時における避難施設としての使用に関する協定

❷ 富士観光開発㈱ 洪水発生時における避難施設としての使用に関する協定
の覚書

❸ 中巨摩地区広域事務組合 災害発生時における避難施設としての使用に関する協定

❹ ㈱はくばく 洪水時における避難施設としての使用に関する協定

❺ 協同組合山梨県流通センター 洪水時における避難施設としての使用に関する協定

❻ ㈱日医工山梨 洪水時における避難施設としての使用に関する協定

❼ むろい㈱ 洪水時における避難施設としての使用に関する協定

❽ ルートインジャパン㈱ 災害時における緊急避難地としての使用に関する協定

－ 山梨市 災害時における広域避難に関する協定

－ 山梨県及び県下26市町村 山梨県における広域避難等に関する協定

❾ 富岳通運㈱
（山梨中央ロジパーク）

災害時における避難施設としての使用及び支援協力に関
する協定

 ・避難所開設の情報はテレビや市のホーム
ページ、防災無線等で広報するので、いざ
という時には必ず確認をするようにしま
しょう。

・ 雨や風の音で防災無線が聞こえづらくなる
ことも考えられます。そういった時には
防災無線で放送した内容を聞き直せる「防
災無線テレフォンサービス」や放送内容の
メールが届く「防災無線メール」サービス
が便利です。

0120-609-990（無料）
055-273-9990（通話料がかかります）

防災無線テレフォンサービス

QRコードを読み込み
空メールを送信。確認メールが
届くので指示に従って登録してください。

防災無線メール
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令 和 4 年 度 決 算 概 要 令 和 4 年 度 決 算 概 要

 　 経常収支比率
　政策的にある程度自由に使える金額と、人件費や社
会保障費、借金の返済など使い道が決まっていて縮減
が難しい金額との比率を指します。この数値が高いと
新規事業や臨時の費用が必要なときに資金を充てるこ
とが難しくなってしまいます。

※1  　 財政力指数
　財政力の強弱を示す指数で、経常
収支比率とは反対に、数値が高いほ
ど（1.00に近い、あるいは1.00を超え
るほど）財政に余裕があるとされて
います。

※2

（単位：億円）

令和４年度一般会計・特別会計決算額 （1万円未満は四捨五入しています）

令和４年度各企業会計決算額 （1万円未満は四捨五入しています）

（１万円未満を四捨五入しているため、差引額が一致しない場合があります。）

159億8,852万円

31億0,137万円

3億4,688万円

22億7,370万円

1,185万円

1億4,457万円

140億9,255万円

30億5,101万円

3億4,680万円

21億2,829万円

1,185万円

7,825万円

18億9,597万円

5,037万円

8万円

1億4,542万円

0円

6,632万円

特

　別

　会

　計

討  論

　反対の理由は、国民健康保険特別会計からの繰り入れがあるため。国民健康保険は元々低
所得者が多い反面、他の公的保険よりも保険税が高くなる傾向がある保険制度で、現在の物
価高は低所得者にも重くのしかかっている。この状況下では国民健康保険特別会計からの
繰り入れは中止し、被保険者への支援をすべきと考えるため。

一 般 会 計一 般 会 計

国民健康保険特別会計国民健康保険特別会計
　一般会計の反対討論でも触れたとおり、一般会計への繰り出しがある。一般会計への繰り
出しが可能な財源があるのであれば、市は国保税の引き下げなどの被保険者への支援を行
うべきで、一般会計への繰り出しは行うべきではなかったと考えるため。

　９月定例会が、９月１日から２２日までの２２日間の会期で開催され、市長提案の令和
４年度一般会計・特別会計・企業会計の歳入歳出決算認定１０件、条例案件４件、補正
予算７件、その他の案件４件と報告３件、また、請願１件、意見書１件を審議しました。

　一般会計の決算額は、歳入総額１５９億８，８５２万円、歳出総額１４０億９，２５５万円
で歳入歳出差引額１８億９，５９７万円となりました。
　財政状況を表す経常収支比率（※1）は８７.９％と昨年度よりも６ポイント増加し、財
政力指数（※2）は０．６６となりました。

140億9,255万円
令和４年度 一般会計

歳
出

を認定

中央市の  借金  と  貯金  の状況は？
借金（市債の令和4年度末現在高）

貯金（基金の令和4年度末現在高）

２７６億１,７８５万円
９０億１,９８７万円

市民１人あたり…約９０万円

市民１人あたり…約２９万円

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー

田富よし原処理センター事業

反  

対
反  

対

反  

対
反  

対

会　　計

一　般　会　計

歳　入 歳　出 差引額

収益的収入及び支出
　一事業年度における営業活動により発生する
収入とそれに対応する支出
＜収入＞　料金収入、受取利息など
＜支出＞　人件費、物件費、固定資産の
　　　　　 減価償却費など

資本的収入及び支出
　施設の整備やこれからの建設改良に係る支出
とその財源となる収入
＜収入＞　企業債、国庫補助金など
＜支出＞　建設改良費、企業債元金償還金など

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

平成30年度 令和元年度 令和2年度

（１万円未満は四捨五入しています）

※一般会計・各種特別会計・企業会計を含む　

172億7,357万円172億7,357万円
164億3,687万円164億3,687万円

186億5,549万円186億5,549万円

140億9,255万円140億9,255万円148億7,494万円148億7,494万円

令和3年度 令和4年度

181億5,311万円181億5,311万円

165億3,335万円165億3,335万円
159億988万円159億988万円

歳入総額 歳出総額

過去５年間の決算額の推移過去５年間の決算額の推移過去５年間の決算額の推移過去５年間の決算額の推移過去５年間の決算額の推移過去５年間の決算額の推移過去５年間の決算額の推移過去５年間の決算額の推移過去５年間の決算額の推移

171億4,817万円171億4,817万円

159億8,852万円159億8,852万円

収 入

支 出

収 入

支 出

収 入

支 出

収 入

支 出

収 入

支 出

収 入

支 出

収 入

支 出

収 入

支 出

2億1,830万円

1億7,095万円

7億9,632万円

7億5,698万円

2億3,785万円

2億3,379万円

2億7,867万円

2億4,267万円

4,200万円

1億3,284万円

6億6,239万円

7億5,815万円

1億2,969万円

1億6,055万円

6,595万円

2億1,147万円

簡易水道事業会計

上 水 道 事 業 会 計

農 業 集 落 排 水
事　業　会　計

公共下水道事業会計

収益的収入および支出 資本的収入および支出

用 語 解 説

用 語 解 説

中央市議会だより 4



中央市議会だより

令 和 4 年 度 決 算 概 要 令 和 4 年 度 決 算 概 要

 　 経常収支比率
　政策的にある程度自由に使える金額と、人件費や社
会保障費、借金の返済など使い道が決まっていて縮減
が難しい金額との比率を指します。この数値が高いと
新規事業や臨時の費用が必要なときに資金を充てるこ
とが難しくなってしまいます。

※1  　 財政力指数
　財政力の強弱を示す指数で、経常
収支比率とは反対に、数値が高いほ
ど（1.00に近い、あるいは1.00を超え
るほど）財政に余裕があるとされて
います。

※2

（単位：億円）

令和４年度一般会計・特別会計決算額 （1万円未満は四捨五入しています）

令和４年度各企業会計決算額 （1万円未満は四捨五入しています）

（１万円未満を四捨五入しているため、差引額が一致しない場合があります。）

159億8,852万円

31億0,137万円

3億4,688万円

22億7,370万円

1,185万円

1億4,457万円

140億9,255万円

30億5,101万円

3億4,680万円

21億2,829万円

1,185万円

7,825万円

18億9,597万円

5,037万円

8万円

1億4,542万円

0円

6,632万円

特

　別

　会

　計

（１万円未満を四捨五入しているため、差引額が一致しない場合があります。）

討  論

　反対の理由は、国民健康保険特別会計からの繰り入れがあるため。国民健康保険は元々低
所得者が多い反面、他の公的保険よりも保険税が高くなる傾向がある保険制度で、現在の物
価高は低所得者にも重くのしかかっている。この状況下では国民健康保険特別会計からの
繰り入れは中止し、被保険者への支援をすべきと考えるため。

　反対の理由は、国民健康保険特別会計からの繰り入れがあるため。国民健康保険は元々低

一 般 会 計一 般 会 計

国民健康保険特別会計国民健康保険特別会計
　一般会計の反対討論でも触れたとおり、一般会計への繰り出しがある。一般会計への繰り
出しが可能な財源があるのであれば、市は国保税の引き下げなどの被保険者への支援を行
うべきで、一般会計への繰り出しは行うべきではなかったと考えるため。

　９月定例会が、９月１日から２２日までの２２日間の会期で開催され、市長提案の令和
４年度一般会計・特別会計・企業会計の歳入歳出決算認定１０件、条例案件４件、補正
予算７件、その他の案件４件と報告３件、また、請願１件、意見書１件を審議しました。

　一般会計の決算額は、歳入総額１５９億８，８５２万円、歳出総額１４０億９，２５５万円
で歳入歳出差引額１８億９，５９７万円となりました。
　財政状況を表す経常収支比率（※1）は８７.９％と昨年度よりも６ポイント増加し、財
政力指数（※2）は０．６６となりました。
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収益的収入及び支出
　一事業年度における営業活動により発生する
収入とそれに対応する支出
＜収入＞　料金収入、受取利息など
＜支出＞　人件費、物件費、固定資産の
　　　　　 減価償却費など

資本的収入及び支出
　施設の整備やこれからの建設改良に係る支出
とその財源となる収入
＜収入＞　企業債、国庫補助金など
＜支出＞　建設改良費、企業債元金償還金など
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財政健全化判断比率および資金不足比率財政健全化判断比率および資金不足比率

○実 質 赤 字 比 率 … 一般会計等を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率
○連結実質赤字比率 … 全会計を対象とした実質赤字額または資金の不足額の標準財政規模

に対する比率
○実質公債費比率 … 一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模

に対する比率で、３か年度の平均
○将 来 負 担 比 率 … 損失補償を行っている出資法人等に係るものも含め、一般会計等が

将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率
○標 準 財 政 規 模 … 標準的な状態で、通常収入されると見込まれる経常的な一般財源の

規模を示すもの　※令和４年度中央市は84億9,153万円

用 語 解 説

　都道府県や市区町村には「実質赤字」「連結実質赤字」「実質公債費」「将来負担」の ４つの指標と公営
企業会計ごとの「資金不足」の 比率を毎年度公表することが義務づけられています。一定の基準を超
えると、財政健全化計画を策定して県や国への報告が必要になったり、総務大臣の許可を得なければ
地方債が発行できなくなったりします。
　中央市の令和４年度の数値は以下のとおり全て基準を下回っており、財政状況が著しく悪化して
いる状況にはないことが示されました。

資金不足比率とは
　地方公共団体の各公営企業会計の資金の不足額の度合いを表す指標。公営企業の資金不
足を、事業規模である料金収入の規模と比較することで、経営状態の悪化の度合いを示す
指標。

令和４年度 財政健全化判断比率
健全化判断比率 令和４年度 令和３年度 早期健全化基準

実 質 赤 字 比 率

連 結 実 質 赤 字 比 率

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率

①

②

③

④ 

―
（▲19.25）

―
（▲28.62）

7.0

0.5

―
（▲14.84）

―
（▲23.04）

7.6

―

R３年度 13.58
R４年度 13.６３
R３年度 18.５８
R４年度 18.６３

２５．０

３５０．０

（単位：％）

令和４年度 資金不足比率
事業会計 令和４年度 令和３年度 経営健全化基準

上 水 道 事 業 会 計

簡 易 水 道 事 業 会 計

公 共 下 水 道 事 業 会 計

農 業 集 落 排 水 事 業 会 計

―
（▲１33.5）

―
（▲101.2）

―
（▲4.2）

―
（▲170.1）

―
（▲１４７.１）

―
（▲１０８.７）

―
（▲１１.０）

―
（▲１８９.４）

２０．０

２０．０

２０．０

２０．０

（単位：％）

※　―は黒字を表し、（　）内は参考数値です。また、将来負担比率の ― は将来負担額に充当可能な財源額が将来負担額を
　　上回っていることを示します。

※　―は黒字を表し、（　）内は参考数値です。

令 和 3 年 度 決 算 概 要 令 和 4 年 度 決 算 概 要
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令 和 3 年 度 決 算 概 要

監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
書

佐

藤

　

睆

中

楯

英

徳

小

池

章

治

要　旨

一
般
会
計
・
特
別
会
計

公
営
企
業
会
計

令 和 4 年 度 決 算 概 要

 

〈
審
査
の
期
間
〉

　
令
和
５
年
７
月
３
日（
月
）〜
26
日（
水
）

 

〈
審
査
の
結
果
〉

　
各
会
計
の
決
算
書
お
よ
び
資
料
は
関

係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
正
確

で
、予
算
の
執
行
状
況
も
適
正
で
あ
る
。

ま
た
、
基
金
の
運
用
状
況
も
妥
当
で

あ
る
。

 

〈
決
算
の
要
旨
〉

　
一
般
会
計
の
歳
入
面
に
お
い
て
、
自

主
財
源
は
、
市
税
等
が
増
加
し
、
自
主

財
源
比
率
が
０
・
34
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、

49
・
34
％
と
なって
い
る
。

　
歳
出
面
で
は
、
総
務
費
、
農
林
水
産

業
費
、
商
工
費
、
消
防
費
、
公
債
費
が

増
加
し
、議
会
費
、民
生
費
、衛
生
費
、

土
木
費
、
教
育
費
、
諸
支
出
金
が
減
少

し
た
。
義
務
的
経
費
に
お
い
て
は
電
力
・

ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支
援

給
付
金
事
業
等
の
増
額
は
あ
っ
た
が
新

型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
施
策
の
大
幅
な

減
額
に
よ
り
減
、
投
資
的
経
費
に
お
い

て
も
子
育
て
支
援
総
合
拠
点
施
設
整

備
事
業
等
の
減
額
に
よ
り
大
幅
な
減

と
な
っ
た
。

　
特
別
会
計
は
５
会
計
の
合
計
で
、
歳

入
総
額
が
58
億
７
’８
３
８
万
円
、
歳
出

総
額
56
億
１
’６
２
０
万
円
で
、
歳
入
歳

出
差
引
残
高
の
形
式
収
支
は
２
億
６
’２

１
８
万
円
で
実
質
収
支
も
同
額
と
な

り
、
単
年
度
収
支
は
２
’４
１
２
万
円
の

黒
字
と
なった
。

 

〈
監
査
委
員
の
意
見
〉

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
度
重
な
る
感

染
拡
大
、
国
際
情
勢
に
起
因
す
る
物

価
高
な
ど
に
よ
り
、
先
行
き
の
見
通
せ

な
い
状
況
の
中
、
様
々
な
工
夫
に
よ
り

費
用
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

「“

心
“
あ
る
ま
ち
へ
活
性
化
キ
ャ
ンペ
ー

ン
第
３
弾
」
で
は
、
市
内
中
小
企
業
等

の
地
域
経
済
活
動
の
活
性
化
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
等
、

円
滑
な
事
業
推
進
に
努
め
て
い
た
。

　
収
支
は
黒
字
で
あ
っ
た
も
の
の
、
今

後
も
社
会
経
済
情
勢
が
不
透
明
で
あ

り
、
安
定
し
た
財
源
の
確
保
が
難
し
い

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
歳
出
に
お
い
て

は
、
高
齢
化
対
策
費
、
子
育
て
対
策

費
の
増
加
及
び
教
育
施
設
や
公
営
住
宅

の
長
寿
命
化
対
策
費
確
保
等
に
よ
り
増

加
が
見
込
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

を
踏
ま
え
、
適
切
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

持
続
的
な
提
供
の
た
め
、
市
税
の
確
実

な
収
納
は
も
と
よ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
活
用
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
自
主

財
源
の
安
定
的
確
保
を
図
る
必
要
が
あ

り
、
引
き
続
き
他
市
町
村
等
の
効
果
が

あ
る
必
要
な
施
策
を
積
極
的
に
収
集

し
、
合
理
的
、
効
率
的
、
公
正
な
事

業
を
取
り
組
む
よ
う
提
言
す
る
。

〈
審
査
の
結
果
〉

　
公
営
企
業
会
計
４
会
計
に
つ
い
て
、

決
算
諸
表
は
、
い
ず
れ
も
関
係
法
令
の

規
定
に
適
合
し
正
確
で
あ
り
、
内
容
も

正
当
で
あ
る
。
ま
た
、
会
計
諸
帳
票
、

証
拠
書
類
等
の
事
務
管
理
に
つ
い
て

も
、
公
正
か
つ
適
切
に
処
理
さ
れ
、
正

確
な
も
の
で
あ
る
。

 

〈
監
査
委
員
の
意
見
〉

　
公
営
企
業
会
計
４
会
計
に
つ
い
て

は
、
費
用
の
削
減
や
効
率
的
な
設
備
維

持
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
て
い
る
。
今
後
も
安
定

し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
維
持
の
た
め
、

設
備
の
改
修
工
事
な
ど
積
極
的
に
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
費
用
の

削
減
等
、
安
定
し
た
財
源
の
確
保
に
努

め
ら
れ
た
い
。
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3億4,145万円を増額
１53 9,716

●総務費 財産総合管理費（小井川駅駐輪場防犯カメラ設置工事） １74万円
行政事務電算化推進事業 517万円
移住定住推進事業

（移住定住支援金交付事業・奨学金返還支援事業） 1,700万円

●民生費 保育園施設整備事業（統合保育園建設に係る施設整備事業） 1,233万円

●農林水産業費
治山林道管理事業

（「山の神千本桜」登山道入り口付近大鳥居林道舗装工事） １６９万円

●土木費 道路橋梁新設改良費
（市道３１６９号線歩道整備事業における設計業務委託料） 322万円
公園管理費（健康遊具設置工事） 200万円
都市公園建設事業（健康遊具設置工事） 328万円

●教育費 リニア建設に伴う田富北小学校移転整備事業
（新グラウンド整備事業） 2億1,716万円
埋蔵文化財発掘調査事業（上窪遺跡及び大鳥居宇山平遺跡） 1,554万円

決算以外の9月定例会に上程された案件は以下のとおりです。

（１万円未満は四捨五入しています。）

会 計 名 補 正 額 総 　 額
国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

地域包括支援センター特別会計

▲４４４万円

６０万円

８，５４８万円

▲１６９万円

３２億１，０９６万円

４億７２０万円

２２億６，３２６万円

１，１３７万円

特別会計の補正予算特別会計の補正予算

一般会計補正予算一般会計補正予算

9   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と

企業会計の補正予算企業会計の補正予算

収益的収入 ０万円 ２億２，４６６万円

収益的支出 １６１万円 １億９，６２５万円

補 正 額 総　　額

資本的収入 ０万円 ４，０００万円

資本的支出 ０万円 １億３，０４４万円

補 正 額 総　　額
簡易水道事業会計

収益的収入 203万円 ８億５５５万円

収益的支出 203万円 ８億５５５万円

補 正 額 総　　額

資本的収入 174万円 ７億１，２８５万円

資本的支出 174万円 ８億２，９３９万円

補 正 額 総　　額
公共下水道事業会計

●中央市印鑑条例中改正の件 (施行日：公布の日 )
　【主な改正内容】 ・ 法律改正により、個人番号カード所有者は移動端末設備（スマートフォン）に

電子証明書の搭載が可能とされ、マルチコピー機による印鑑証明書のコン
ビニ交付にスマートフォンの電子証明書を利用する場合を追加するもの

    （第１５条関係）

主な条例案件
○印鑑証明書のコンビニ交付の際にスマートフォンに搭載された
　マイナンバーカードの電子証明書が利用できるようになります。

●中央市都市公園条例中改正の件（施行日：令和６年２月１日）
　【主な改正内容】 ・ 中央市総合防災公園内にある「サッカー場」及び「芝生広場」を有料公園
     施設と定めるもの（第３条関係）

○総合防災公園の供用開始に向け、「サッカー場」と「芝生広場」を
　有料公園施設と定めます。

●中央市使用料徴収条例中改正の件 (施行日：令和６年２月１日 )
　【主な改正内容】 ・ サッカー場 　昼間 ： ６５０円/時間 夜間 ： １，２５０円/時間
  ・ 芝生広場 　昼間 ： １，６００円/時間 夜間 ： ２，２００円/時間
　 　 ※市外者が利用する場合は昼間・夜間ともに２倍の金額とする。（別表関係）

○総合防災公園内の「サッカー場」と「芝生広場」の使用料を
　定めます。

9   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と

中央市議会だより 8



企業会計の補正予算企業会計の補正予算

収益的収入 ０万円 ２億２，４６６万円

収益的支出 １６１万円 １億９，６２５万円

補 正 額 総　　額

資本的収入 ０万円 ４，０００万円

資本的支出 ０万円 １億３，０４４万円

補 正 額 総　　額
簡易水道事業会計

収益的収入 203万円 ８億５５５万円

収益的支出 203万円 ８億５５５万円

補 正 額 総　　額

資本的収入 174万円 ７億１，２８５万円

資本的支出 174万円 ８億２，９３９万円

補 正 額 総　　額
公共下水道事業会計

●中央市印鑑条例中改正の件 (施行日：公布の日 )
　【主な改正内容】 ・ 法律改正により、個人番号カード所有者は移動端末設備（スマートフォン）に

電子証明書の搭載が可能とされ、マルチコピー機による印鑑証明書のコン
ビニ交付にスマートフォンの電子証明書を利用する場合を追加するもの

    （第１５条関係）

主な条例案件
○印鑑証明書のコンビニ交付の際にスマートフォンに搭載された
　マイナンバーカードの電子証明書が利用できるようになります。

●中央市都市公園条例中改正の件（施行日：令和６年２月１日）
　【主な改正内容】 ・ 中央市総合防災公園内にある「サッカー場」及び「芝生広場」を有料公園
     施設と定めるもの（第３条関係）

○総合防災公園の供用開始に向け、「サッカー場」と「芝生広場」を
　有料公園施設と定めます。

●中央市使用料徴収条例中改正の件 (施行日：令和６年２月１日 )
　【主な改正内容】 ・ サッカー場 　昼間 ： ６５０円/時間 夜間 ： １，２５０円/時間
  ・ 芝生広場 　昼間 ： １，６００円/時間 夜間 ： ２，２００円/時間
　 　 ※市外者が利用する場合は昼間・夜間ともに２倍の金額とする。（別表関係）

○総合防災公園内の「サッカー場」と「芝生広場」の使用料を
　定めます。

9   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と

田富西ランプ交差点から見たサッカー場・芝生広場 スポーツ広場はすでに利用が始まっています

中央市議会だより9



9   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と　・　審　議　結　果 定　例　会　・　臨　時　会9   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と

・ 請 願 者 中央市ＰＴＡ連絡協議会 会長 髙野　慶介　
 中央市公立小中学校長会 会長 田中　真也　
 中央市公立小中学校教頭会 会長 大原　千栄子
 山梨県教職員組合中巨摩支部 執行委員長 中込　太樹　

・ 紹介議員 笹本　昇
・ 審議結果 採択

請願審査・意見書の提出

○深刻な教職員不足を改善する方策の実施、現存の加配定数を維持した上
　での小学校三十五人学級の実施、中学校における三十五人学級の実現、
　義務教育費国庫負担制度堅持と教育予算拡充を図るための請願書

・ 提出議員 中沢　美恵
・ 賛成議員 笹本　昇　　　小池　章治
・ 要　　旨

１．深刻な教員不足を改善するための方策を早急に実施すること。
１．小学校の３５人学級実施にあたり、子どもたちのよりよい学びを実現するために、現存の加配定数を維持

すること。
１．少人数教育の高い教育効果から、３５人学級を中学校にも導入するよう積極的な検討をすすめること。
１．教育条件の格差解消を図るため、国における教育予算を拡充するとともに、義務教育の根幹である、教育

の機会均等・水準確保・無償制の維持に不可欠な義務教育費国庫負担制度を堅持すること。
　以上の措置を講じられるよう強く要請するもの。

・ 提 出 先 衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　文部科学大臣　財務大臣　総務大臣

○深刻な教職員不足を改善する方策の実施、現存の加配定数を維持した
　上での小学校３５人学級の実施、中学校における３５人学級の実現、
　義務教育費国庫負担制度堅持と教育予算拡充を図るための意見書

９月２２日可決　議会から国へ提出

　【主な改正内容】
　　　●商工費
　　　　ふれあい館等管理運営事業（シルク工芸館ふれあい館改修）　　　４億３，１５０万円

第3回臨時会

○令和５年度　一般会計補正予算（第３号）

４億３，１５０万円を増額　　総額１５０億５，５７１万円に

第３回臨時会が８月１８日に招集され、市長提案の補正予算１件を審議しました。
また、報告案件１件が報告されました。
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第 2 回 臨 時 会 ・ 審 議 結 果臨 時 会 ・ 定 例 会 審 議 結 果

臨時会・定例会審議結果 ○賛成　×反対　（井口　貢 議長を除く）

種別 案　件　名

副 

議

長

フ ォ ー ラ ム
中 央

至誠会

日
本
共
産
党

結 　

果田
中
輝
美

田
中
一
臣

福
田
清
美

小
池
章
治

金
丸
俊
明

斉
藤
雅
浩

山
本
六
男

笹
本
　
昇

薬
袋
　
正

中
沢
美
恵

志
村
　
勇

有
泉
　
誠

内
藤
　
巧

山
村
　
一

江
間
政
雄

新
海
一
芳

木
下
友
貴

　第3回臨時会
補正
予算 一般会計補正予算(第3号) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

　第3回定例会

条例

案件

印鑑条例中改正の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
都市公園条例中改正の件

市営夜間照明施設条例中改正の件

使用料徴収条例中改正の件

令和

5

年度

補正

予算

一般会計補正予算(第4号)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

国民健康保険特別会計補正予算(第2号)

後期高齢者医療特別会計補正予算(第１号)

介護保険特別会計補正予算(第１号)
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

介護保険特別会計歳入歳出決算認定の件

地域包括支援センター特別会計歳入歳出決算認定
の件
田富よし原処理センター事業特別会計歳入歳出決
算認定の件

簡易水道事業会計決算認定の件

公共下水道事業会計決算認定の件

農業集落排水事業会計決算認定の件

上水道事業会計決算認定の件

その他
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
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意見
書

深刻な教職員不足を改善する方策の実施、現存の加
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

9   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と　・　審　議　結　果 定　例　会　・　臨　時　会9   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と
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 山梨県教職員組合中巨摩支部 執行委員長 中込　太樹　

・ 紹介議員 笹本　昇
・ 審議結果 採択

請願審査・意見書の提出

○深刻な教職員不足を改善する方策の実施、現存の加配定数を維持した上
　での小学校三十五人学級の実施、中学校における三十五人学級の実現、
　義務教育費国庫負担制度堅持と教育予算拡充を図るための請願書
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すること。
１．少人数教育の高い教育効果から、３５人学級を中学校にも導入するよう積極的な検討をすすめること。
１．教育条件の格差解消を図るため、国における教育予算を拡充するとともに、義務教育の根幹である、教育

の機会均等・水準確保・無償制の維持に不可欠な義務教育費国庫負担制度を堅持すること。
　以上の措置を講じられるよう強く要請するもの。

・ 提 出 先 衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　文部科学大臣　財務大臣　総務大臣

○深刻な教職員不足を改善する方策の実施、現存の加配定数を維持した
　上での小学校３５人学級の実施、中学校における３５人学級の実現、
　義務教育費国庫負担制度堅持と教育予算拡充を図るための意見書

９月２２日可決　議会から国へ提出

　【主な改正内容】
　　　●商工費
　　　　ふれあい館等管理運営事業（シルク工芸館ふれあい館改修）　　　４億３，１５０万円

第3回臨時会

○令和５年度　一般会計補正予算（第３号）

４億３，１５０万円を増額　　総額１５０億５，５７１万円に

第３回臨時会が８月１８日に招集され、市長提案の補正予算１件を審議しました。
また、報告案件１件が報告されました。
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　リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
を
活
か
し
た

　ま
ち
づ
く
り

　　
現
在
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ご

意
見
等
を
幅
広
く
お
伺
い
し
、
今
後

の
検
討
に
活
か
し
て
い
く
た
め
に
、
土

地
所
有
者
及
び
市
民
の
皆
様
を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
ま
た
、

県
内
外
の
企
業
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た

め
の
調
査
の
準
備
を
併
せ
て
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
は
、
プ
ロ
ジェク
ト
チ
ー
ム
の
調

査
・
研
究
の
成
果
と
、
土
地
所
有
者

及
び
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
や
企
業
ニ

ー
ズ
を
基
に
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く

区
域
指
定
、
幹
線
道

路
整
備
計
画
の
検
討

な
ど
、
新
規
に
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る

関
連
施
策
を
総
合
的

に
勘
案
し
、
土
地
利
用
の
基
本
的
な

考
え
方
を
と
り
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

引
き
続
き
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
って
、
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
・
方
向
性

を
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。

　
　中
央
市
山
梨
県
人
会
の
開
催

　　
６
月
30
日
に
、
４
年
ぶ
り
の
対
面
開

催
と
な
る
中
央
市
山
梨
県
人
会
の
総

会
と
懇
親
会
を
東
京
都
内
で
開
催
し
、

総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
中
央
市
の

地
元
特
産
品
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
お
互
い
の
近
況
報
告
や
ふ
る

さ
と
談
議
な
ど
で
親
交
を
深
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

私
か
ら
は
皆
様
に
、
リ

ニ
ア
整
備
に
伴
う
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

な
ど
、
本
市
を
取
り
巻
く
環
境
を
最

大
限
活
用
し
て
い
く
大
事
な
局
面
を

迎
え
て
い
る
こ
と
を
お
伝
え
し
、
各
方

面
か
ら
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ

け
る
よ
う
、
今
後
と
も
会
員
相
互
の

親
睦
や
交
流
を
深
め
、
ふ
る
さ
と
の
発

展
に
つ
な
が
る
よ
う
、
よ
り
強
固
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
　田
富
北
小
学
校
新
校
舎
の
竣
工

　　
田
富
北
小
学
校
の
新
校
舎
が
完
成

し
、
７
月
23
日
に
竣
工
式
を
行
い
ま
し

た
。
新
校
舎
は
、
ユニバ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
を
推
進
し
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

の
構
築
に
向
け
た
「
安
心
な
施
設
」、

環
境
負
荷
の
低
減
に
配
慮
し
た
「
快

適
な
施
設
」
を
特
徴
と
し
、
現
在
の

教
育
施
設
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
水

準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
なって
い
ま

す
。
今
後
は
、
仮
設
校
舎
の
解
体
や

校
庭
の
整
備
な
ど
、
残
る
事
業
を
計

画
的
に
進
め
な
が
ら
、
当
校
が
こ
の
地

域
の
教
育
の
拠
点
と
し
て
、
児
童
の
心

身
の
健
全
な
発
達
の
た
め
、
ま
た
、

市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
健
や

か
な
成
長
の
た
め
に
、
充
実
し
た
教
育

環
境
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
　（仮
称
）
中
央
市
デ
ジ
タ
ル
田
園

　都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略
の
策
定

　　
昨
年
国
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
を

踏
ま
え
た
地
方
創
生
の
加
速
化
・
深

化
を
目
的
と
し
て
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
抜
本
的
に

改
訂
し
、
新
た
に
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し

た
。
国
は
こ
の
新
た
な
構
想
を
、
新

し
い
資
本
主
義
の
重
要
な
柱
の
一
つ
と

し
て
位
置
づ
け
、
地
方
の
社
会
課
題

を
成
長
の
エ
ン
ジ
ンへ
と
転
換
し
、
持

続
可
能
な
経
済
社
会
の
実
現
や
新
た

な
成
長
を
目
指
す
こ
と
を
基
本
方
針

と
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
勘

案
し
、
本
市
に
お
い
て
も
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
浸
透
・
進
展
な
ど
を
踏
ま
え
つつ
、

人
口
減
少
対
策
や
本
市
の
魅
力
向
上

を
戦
略
的
に
進
め
る
た
め
に
、
第
２

次
中
央
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
を
改
訂
し
、新
た
に
（
仮

称
）
中
央
市
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
総
合
戦
略
の
策
定
を
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。
今
後
、
外
部
有
識

者
会
議
を
中
心
に
戦
略
の
方
向
性
や

具
体
的
な
事
業
等
に
つい
て
広
く
意
見

を
伺
い
、
私
が
公
約
と
し
て
掲
げ
て
い

る
施
策
と
の
関
連
性
を
意
識
し
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
の
施
策
に
改
善
を
加

え
、
デ
ジ
タ
ル
の
力
を
活
用
し
て
地
方

創
生
の
取
り
組
み
を
加
速
化
・
深
化

さ
せ
る
た
め
の
計
画
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

定例会

市
長
の

　行
政
報
告

9
定例会
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福
田
　
清
美 

議
員

金
丸
　
俊
明 

議
員

上
浅
利
地
区
一
帯
の
除
草
管
理
は

観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
の

施
策
は

市
農
業
振
興
公
社
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
検
討
し
て
い
く

シ
ル
ク
の
里
一
帯
に
大
勢
の
来
訪
者
を

呼
び
込
み
、
そ
の
賑
わ
い
を
市
内
各
地
に

広
げ
た
い

問
：
上
浅
利
地
区
一
帯
の
除
草
管
理

に
つ
い
て
。

答
：
宇
山
平
地
区
圃
場
整
備
事
業
地

に
隣
接
す
る
、
上
浅
利
地
区
一
帯
は
、

平
成
16
年
度
・
17
年
度
に
旧
豊
富
村

が
自
然
環
境
保
全
の
た
め
、
花
桃
を

植
栽
し
、
そ
の
後
、
除
草
管
理
に
つ

い
て
は
、
地
権
者
に
代
わ
り
当
時
の

シ
ル
ク
の
里
振
興
公
社
、
現
在
の
市

農
業
振
興
公
社
が
行
っ
て
い
た
が
、

公
社
に
お
い
て
管
理
継
続
が
困
難
と

の
こ
と
で
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
、
土
地

利
用
の
現
況
に
つ
い
て
整
理
す
る
と

と
も
に
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
の
活
用
な
ど
、
持
続
可
能
な
農
地

管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
公
社
と

も
十
分
に
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
の

皆
さ
ま
と
と
も
に
検
討
し
て
い
く
。

問
：
観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
の
施

策
に
つ
い
て
。

答
：
観
光
産
業
は
、
本
市
経
済
が
将

来
に
わ
た
っ
て
発
展
し
て
い
く
た
め

に
大
変
重
要
な
産
業
で
あ
る
。
本
年

６
月
に
策
定
し
た
中
央
市
観
光
振
興

基
本
計
画
で
は
、
観
光
客
の
取
り
込

み
に
向
け
て
、「
中
央
市
の
強
み
を
活

か
し
た
観
光
資
源
の
充
実
」、「
魅
力

あ
る
観
光
拠
点
づ
く
り
と
整
備
」、「
時

代
に
即
し
た
取
り
組
み
の
推
進
」
の

３
つ
の
基
本
方
針
を
掲
げ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
方
針
に
即
し
た
施
策
を
行
う
。

特
に
、「
魅
力
あ
る
観
光
拠
点
づ
く
り

と
整
備
」
と
し
て
、
本
市
の
観
光
拠

点
で
あ
る
シ
ル
ク
の
里
一
帯
の
魅
力

を
充
実
さ
せ
、
そ
の
中
核
と
な
る
「
シ

ル
ク
ふ
れ
ん
ど
り
�
」
の
大
規
模
改

修
に
着
手
し
、
来
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
る
。

問
：
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
策
・

計
画
は
。

答
：
森
林
整
備
及
び
そ
の
促
進
に
関

す
る
施
策
な
ど
に
使
う
こ
と
と
し

て
、
国
か
ら
市
町
村
に
交
付
さ
れ
る

森
林
環
境
譲
与
税
は
、
す
で
に
令
和

元
年
度
か
ら
先
行
し
て
交
付
さ
れ
て

い
る
。
市
で
は
中
央
市
森
林
整
備
計

画
に
沿
っ
た
事
業
に
充
当
す
る
と
と

も
に
、
残
額
を
基
金
と
し
て
積
み
立

て
て
お
り
、
令
和
４
年
度
末
で
、
約

９
７
０
万
円
の
基
金
残
高
と
な
っ
て

い
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
も
、
市
森
林
整
備

計
画
に
即
し
た
様
々
な
事
業
に
充
当

し
、
円
滑
な
進
捗
に
つ
な
げ
る
な
ど
計

画
的
か
つ
効
果
的
に
活
用
し
て
い
く
。

Y
S

K
 e-com

シ
ル
ク
パ
ー
ク
な
ど
ス

ポ
ー
ツ
施
設
と
の
連
携
に
よ
り
、
合

宿
や
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
を
拡
大
さ
せ
、

シ
ル
ク
の
里
一
帯
に
大
勢
の
来
訪
者

を
呼
び
込
み
、
そ
の
賑
わ
い
を
市
内

各
地
に
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
：
新
た
な
地
域
観
光
資
源
を
活
用

し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答
：
市
商
工
会
や
市
農
業
振
興
公
社
、

ま
た
、
県
の
関
係
機
関
と
も
連
携
し
、

歴
史
文
化
や
特
産
品
、
伝
統
芸
能
な

ど
隠
れ
た
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
既

に
あ
る
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
を
行

い
、
市
の
魅
力
向
上
に
つ
な
げ
、
広

く
情
報
発
信
を
図
り
、
本
市
へ
の
観

光
客
の
立
ち
寄
り
を
促
進
し
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
志
村
　
勇
　
議
員

　
福
田
清
美
　
議
員

市の考えを問う

一般質問
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山
本
　
六
男 

議
員

内
藤
　
　
巧 

議
員

リ
ニ
ア
開
業
を
見
据
え
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

未
来
の
ス
タ
ー
応
援
に
つ
い
て

調
査
を
行
い
、
感
触
が
良
い
企
業
に
対
し

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る

Ｐ
Ｒ
の
方
策
等
を
関
係
機
関
と
も

協
議
す
る
中
で
、
検
討
し
て
い
き
た
い

問
：
リ
ニ
ア
開
業
を
見
据
え
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
。

答
：
企
業
立
地
に
積
極
的
か
つ
戦
略
的

に
取
り
組
む
た
め
、
令
和
４
年
10
月
に

企
業
立
地
推
進
室
を
設
置
し
、「
中
央
市

ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
仮

称
）」
の
策
定
に
向
け
、
取
り
組
み
、「
ま

ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を

立
ち
上
げ
、
協
議
を
重
ね
て
き
た
。
ま

た
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
業
者
と
本
年

３
月
に
契
約
し
、
関
係
各
課
の
「
重
点

事
業
や
、
促
進
す
べ
き
上
位
計
画
の
確

認
・
整
理
」、「
市
街
化
調
整
区
域
に
お

け
る
開
発
行
為
の
各
種
法
規
制
の
状

況
及
び
課
題
の
整
理
」
な
ど
の
業
務
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
推
進
室
で

は
こ
の
ほ
か
、「
企
業
相
談
の
受
付
」「
市

内
の
空
き
用
地
の
情
報
収
集
」「
進
出

見
込
み
の
あ
る
企
業
へ
の
訪
問
」「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
運
営
」
等
の
業

問
：
未
来
の
ス
タ
ー
応
援
に
つ
い
て
。

答
：
将
来
、
本
市
出
身
者
と
し
て
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
、
小
・
中
・
高
校
生
な

ど
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
文
化
、

芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
、
学
問
な
ど
各
分
野

の
県
大
会
や
全
国
大
会
な
ど
で
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
個
人
や
団
体
な
ど
の
活

躍
は
、
承
知
し
て
い
る
範
囲
で
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
記

事
の
一
つ
と
し
て
結
果
等
が
中
心
の
掲

載
内
容
に
な
っ
て
お
り
情
報
不
足
な
ど

で
掲
載
が
で
き
な
い
状
況
も
あ
り
、
こ

れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
へ
の
掲
載
内
容
や
市

を
挙
げ
て
応
援
で
き
る
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
の

方
策
等
を
関
係
機
関
と
も
協
議
す
る
中

で
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
：
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
を
冠
名
に
し
た

大
会
に
つ
い
て
。

答
：
本
年
６
月
17
日
、
４
年
ぶ
り
に
、

第
６
回
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
マ
ラ
ソ
ン
＆

ウ
ォ
ー
ク
を
実
施
し
、
県
内
外
か
ら
約

５
０
０
名
の
皆
さ
ま
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
盛
大
な
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、
道
の
駅
と
よ
と
み

で
は
、
６
月
３
日
と
10
日
の
二
日
間
、

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
収
穫
祭
を
行
い
、
３,

５
０
０
名
を
超
え
る
多
く
の
来
客
が
あ

り
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
を
通
じ
た
本
市

の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
つ
な
が
っ
た
と

考
え
て
い
る
。
今
後
、
市
が
主
催
す
る

他
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
名
称
に
、
可
能

で
あ
れ
ば
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
を
冠
す
る

こ
と
を
検
討
し
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
よ
り

一
層
強
化
し
な
が
ら
、
誘
客
の
拡
大
に

つ
な
げ
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
中
沢
美
恵
　
議
員

　
江
間
政
雄
　
議
員

一　般　質　問

務
を
行
い
、
８
月
に
は
、
リ
ニ
ア
開

業
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
ご
意
見
等
を
伺
い
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
、
更
に
、
４
０
０
社

程
度
に
調
査
を
行
い
、
感
触
が
良
い

企
業
に
対
し
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。

問
：
企
業
立
地
に
つ
い
て
、
問
い
合

わ
せ
と
そ
の
後
の
進
展
は
。

答
：
企
業
進
出
の
相
談
は
、
推
進
室

設
置
以
降
、
本
日
ま
で
に
21
件
の
問

い
合
わ
せ
が
あ
り
、
製
造
業
が
７
件
、

建
設
業
が
６
件
、
不
動
産
業
が
２
件
、

そ
の
他
は
、
情
報
通
信
業
、
運
輸
業
・

郵
便
業
、
卸
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
等

だ
が
、
現
状
で
は
要
望
に
適
し
た
用

地
が
見
当
た
ら
ず
、
ま
ち
づ
く
り
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
可
能
な
限
り
早

期
に
策
定
し
、
将
来
の
企
業
誘
致
に

つ
な
げ
た
い
。

中央市議会だより 14



一　般　質　問

志
村
　
　
勇 

議
員

有
泉
　
　
誠 

議
員

物
価
高
騰
（
ガ
ソ
リ
ン
・
他
）
に
対
す
る

市
民
生
活
等
へ
の
対
策
・
対
応
は

学
校
教
育
施
設
の

樹
木
等
の
管
理
状
況
は

支
援
策
が
決
ま
り
次
第
、
早
急
に

補
正
予
算
を
編
成
し
、
対
応
し
て
い
く

学
校
の
樹
木
の
管
理
は
、

基
本
的
に
学
校
で
行
う

問
：
物
価
高
騰
（
ガ
ソ
リ
ン
・
他
）
に
対

す
る
市
民
生
活
等
へ
の
対
策
・
対
応
は
。

答
：
昨
年
度
か
ら
少
し
で
も
市
民
の

皆
さ
ま
や
事
業
者
の
皆
さ
ま
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
の
支
援
を
そ
の
都

度
、
実
情
に
応
じ
て
実
施
し
、
そ
の
後

も
、物
価
高
騰
の
状
況
を
注
視
し
つ
つ
、

国
、
県
な
ど
の
支
援
策
の
動
向
も
踏
ま

え
、
必
要
な
支
援
策
に
つ
い
て
の
検
討

を
継
続
し
て
き
た
。
現
時
点
で
は
、国
、

県
の
支
援
策
を
踏
ま
え
る
中
で
、
市
と

し
て
市
民
生
活
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
の
支
援
と
併
せ
て
地
域

経
済
を
活
性
化
で
き
る
よ
う
な
支
援

策
を
検
討
し
て
い
る
。
支
援
策
が
決
ま

り
次
第
、早
急
に
補
正
予
算
を
編
成
し
、

対
応
し
て
い
き
た
い
。

問
：
空
き
家
対
策
・
対
応
に
つ
い
て
。

答
：
現
在
の
本
市
に
お
い
て
の
空
き
家

数
は
令
和
４
年
度
の
時
点
で
、
１
５
６

問
：
学
校
教
育
施
設
の
樹
木
等
の
管
理

状
況
は
。

答
：
今
年
度
は
台
風
等
の
発
生
が
増

え
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、
改
め
て
８

月
上
旬
に
周
知
し
、
危
険
な
箇
所
に

つ
い
て
は
報
告
す
る
よ
う
に
指
導
し

た
。
ま
た
、
本
年
６
月
に
市
内
各
小

中
学
校
に
お
け
る
危
険
箇
所
の
緊
急

一
斉
点
検
を
行
い
、
樹
木
の
枝
が
遊

具
付
近
に
張
り
出
し
、
危
険
性
が
高

い
箇
所
に
つ
い
て
は
予
算
措
置
を
講

じ
、
対
応
し
て
い
く
。
学
校
の
樹
木

の
管
理
は
、
基
本
的
に
学
校
で
行
い
、

軽
微
な
も
の
に
つ
い
て
は
教
職
員
等

が
、
そ
の
他
基
本
的
に
は
業
者
委
託

で
対
応
し
て
い
る
。

問
：
学
校
教
育
施
設
を
除
く
各
公
共

施
設
及
び
公
園
施
設
の
樹
木
等
の
管

理
状
況
に
つ
い
て
。

答
：
公
共
施
設
は
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当

軒
と
な
っ
て
い
る
。
現
状
に
お
い
て
取

り
組
ん
で
き
た
対
策
、
ま
た
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
に
本

市
で
行
っ
た
対
策
と
し
て
倒
壊
の
恐
れ

が
あ
る
空
き
家
１
軒
の
代
執
行
を
行
っ

た
経
緯
が
あ
る
。
通
常
の
取
り
組
み
と

し
て
は
、
地
域
か
ら
の
苦
情
や
相
談
の

あ
る
対
策
が
必
要
な
空
き
家
の
所
有
者

等
に
対
し
て
適
正
な
管
理
や
対
応
を
お

願
い
す
る
文
書
を
通
知
し
て
い
る
。
今

後
も
、
必
要
に
応
じ
て
、
所
有
者
等
に

対
し
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
、
空
き

家
問
題
等
に
つ
い
て
広
く
周
知
す
る
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
。

【
関
連
質
問
】

　
有
泉
　
誠
　
議
員

　
福
田
清
美
　
議
員

課
に
よ
り
総
合
的
に
施
設
管
理
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
剪
定
や
伐
採
な
ど

樹
木
管
理
を
行
う
。
公
園
施
設
は
、

都
市
公
園
や
条
例
で
設
置
が
規
定
さ

れ
て
い
る
公
園
、
比
較
的
規
模
の
大

き
な
地
区
公
園
な
ど
は
、
市
で
管
理

し
、
特
に
、
園
内
に
多
く
の
樹
木
が

あ
る
公
園
に
つ
い
て
は
、
年
間
を
と

お
し
て
剪
定
等
の
管
理
委
託
を
行
い
、

そ
れ
以
外
の
公
園
は
、
不
定
期
で
職

員
に
よ
る
園
内
の
全
体
的
な
点
検
に

よ
り
危
険
な
箇
所
が
な
い
か
確
認
し

て
い
る
。
大
木
化
し
て
危
険
度
が
増

し
て
い
る
樹
木
に
つ
い
て
は
、
剪
定

や
伐
採
な
ど
の
手
入
れ
を
計
画
的
に

行
え
る
よ
う
優
先
順
位
を
見
極
め
、

適
切
な
維
持
管
理
を
心
掛
け
て
い
る
。

【
関
連
質
問
】

　
志
村
　
勇
　
議
員

　
江
間
政
雄
　
議
員

中央市議会だより15



小
池
　
章
治 

議
員

田
中
　
輝
美 

議
員

田
富
福
祉
公
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て

本
市
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
意
義

及
び
展
開
は

高
齢
者
は
も
と
よ
り
市
民
全
体
の
健
康
増
進
や

福
祉
の
充
実
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く

「
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
に
よ
り
、一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
多

様
な
幸
せ
が
実
現
で
き
る
社
会
」
の
実
現
で
あ
る

問
：
田
富
福
祉
公
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
。

答
：
本
市
の
公
共
施
設
は
、
老
朽
化

や
機
能
低
下
が
み
ら
れ
る
施
設
が
多

く
、
全
て
の
公
共
施
設
の
改
修
、
更

新
は
財
政
的
に
も
厳
し
い
こ
と
か
ら
、

公
共
施
設
の
最
適
な
配
置
を
検
討
し
、

令
和
４
年
３
月
中
央
市
公
共
施
設
等

第
１
期
個
別
施
設
計
画
の
改
訂
で
、

田
富
福
祉
公
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
は
温
泉
機
能
の
集
約
、
建
物
解

体
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。
温
泉
入
浴

に
代
わ
る
健
康
増
進
施
策
や
施
設
の

活
用
策
に
つ
い
て
、
他
地
域
の
事
例

の
調
査
や
民
間
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
い
、
集
約
先
で
あ
る
シ
ル

ク
工
芸
館
ふ
れ
あ
い
館
の
利
用
促
進

の
施
策
を
検
討
し
て
い
る
。
高
齢
者

は
も
と
よ
り
市
民
全
体
の
健
康
増
進

や
福
祉
の
充
実
に
向
け
て
取
り
組
ん

問
：
本
市
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
意
義
及

び
展
開
に
つ
い
て
。

答
：
Ｄ
Ｘ
と
は
、
情
報
や
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
、
行
政
手
続
き
、
市
民
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
自
治
体

の
あ
り
方
を
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
に
よ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
や

効
率
を
大
幅
に
上
げ
、
そ
の
意
義
は
、

「
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
に
よ
り
、
一
人
ひ

と
り
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
多
様
な
幸
せ

が
実
現
で
き
る
社
会
～
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
、
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル

化
～
」
の
実
現
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
Ｄ
Ｘ
の
展
開
の
た
め
、
今
後
も
さ

ら
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ

ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

シ
ス
テ
ム
統
合
や
ク
ラ
ウ
ド
移
行
等
、

情
報
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
向
け
て
情
報

収
集
や
検
討
を
進
め
る
一
方
、
セ
キ
ュ

で
い
く
。

問
：
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
。

答
：
課
題
と
し
て
は
、
期
間
満
了
後

も
引
き
続
き
定
住
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
親
身
な
支
援
が
必
要
で
あ
っ
た
。

今
回
の
隊
員
募
集
は
準
備
を
進
め
て

お
り
、
支
援
機
関
の
選
定
が
完
了
次

第
、
隊
員
を
募
集
す
る
。
期
待
す
る

活
動
は
、
農
業
経
営
を
軌
道
に
乗
せ
、

地
域
活
動
へ
の
参
加
、
市
の
Ｐ
Ｒ
等

の
情
報
発
信
に
期
待
す
る
。
そ
し
て

任
期
終
了
後
は
、
定
住
及
び
就
農
を

望
む
。
来
年
度
以
降
も
目
的
達
成
に

向
け
て
、
農
業
従
事
の
み
な
ら
ず
他

の
成
功
事
例
な
ど
も
参
考
に
受
け
入

れ
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

【
関
連
質
問
】

　
江
間
政
雄
　
議
員

　
田
中
輝
美
　
議
員

リ
テ
ィ
対
策
も
強
化
し
て
い
く
。

問
：
子
ど
も
議
会
の
開
催
に
つ
い
て
。

答
：
中
央
市
の
未
来
を
担
う
中
学
生

（
子
ど
も
た
ち
）
が
、
市
政
や
政
治
に

関
心
を
深
め
、
中
央
市
の
将
来
に
つ

い
て
考
え
、
議
会
で
質
問
や
提
案
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
へ
の
参
画

意
欲
を
培
う
こ
と
は
意
義
の
あ
る
こ

と
だ
と
考
え
る
。
子
ど
も
議
会
の
開

催
に
つ
い
て
は
、
中
学
生
の
非
常
に

忙
し
い
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
現
段

階
で
は
、
子
ど
も
議
会
の
開
催
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
な
い
が
、
今
後
、

生
徒
や
学
校
な
ど
か
ら
開
催
要
望
が

あ
る
場
合
は
、
検
討
し
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
斉
藤
雅
浩
　
議
員

　
志
村
　
勇
　
議
員

一　般　質　問
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木
下
　
友
貴 

議
員

公
営
住
宅
の
連
帯
保
証
人
に
つ
い
て

家
賃
等
債
務
保
証
業
者
の
利
用
を
含
め
、

山
梨
県
や
他
市
の
状
況
な
ど
を
調
査
、
研

究
し
て
い
き
た
い

問
：
公
営
住
宅
の
連
帯
保
証
人
は
。

答
：
市
営
住
宅
の
入
居
に
係
る
連
帯

保
証
人
に
つ
い
て
は
、
中
央
市
営
住

宅
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
連
帯
保
証

人
の
連
署
し
た
賃
貸
借
契
約
書
を
提

出
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
連
帯
保

証
人
は
市
営
住
宅
の
適
正
な
管
理
に

お
い
て
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
は
１
番
目

の
保
証
人
規
定
を
な
く
す
こ
と
や
連

帯
保
証
人
の
確
保
が
困
難
な
申
込
者

に
対
し
て
、
市
長
の
判
断
で
免
除
す

る
旨
を
規
定
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。
し
か
し
、
国
の
公
営
住
宅
の

保
証
人
に
関
す
る
制
度
の
趣
旨
や
単

身
高
齢
者
の
増
加
等
に
よ
る
社
会
状

況
の
変
化
で
保
証
人
の
確
保
が
一
層

困
難
に
な
る
な
ど
、
市
と
し
て
も
、

こ
れ
ら
の
対
応
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
家

賃
等
債
務
保
証
業
者
の
利
用
を
含
め
、

連
帯
保
証
人
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

山
梨
県
や
他
市
の
状
況
な
ど
を
調
査
、

研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
い
る
。

問
：
市
と
し
て
医
療
機
関
・
介
護
事

業
所
・
障
が
い
者
施
設
へ
物
価
高
騰
対

策
の
支
援
金
を
支
給
す
る
考
え
は
な
い

か
。

答
：
現
在
山
梨
県
に
お
い
て
、
国
の

公
定
価
格
に
よ
り
収
入
が
算
定
さ
れ

る
福
祉
施
設
、
医
療
機
関
等
を
運
営

す
る
事
業
者
を
支
援
す
る
「
福
祉
施

設
等
物
価
高
騰
支
援
金
支
給
事
業
」

を
実
施
し
て
い
る
の
で
、
現
段
階
で

は
市
独
自
の
支
援
金
に
つ
い
て
は
考

え
て
い
な
い
。
引
き
続
き
、
物
価
高

騰
等
の
状
況
を
踏
ま
え
、
国
や
県
に

よ
る
物
価
高
騰
対
策
や
支
援
策
等
の

状
況
も
注
視
し
つ
つ
、
状
況
に
応
じ

た
支
援
策
の
検
討
に
努
め
て
い
く
。

一　般　質　問・委員会レポート

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　

学
力
向
上
支
援
ス
タ
ッ
フ
と
は

使
用
料
徴
収
条
例
中
改
正
の
件

︿
生
涯
教
育
課
﹀

問
：
総
合
防
災
公
園
の
サ
�
カ
ー
場

と
芝
生
広
場
、
使
用
料
が
か
な
り
高

額
だ
と
感
じ
る
。
一
時
間
あ
た
り
芝

生
で
１
’６
０
０
円
と
な
る
と
、
使
う

に
も
躊
躇
す
る
感
じ
が
し
た
。
実
際

利
用
す
る
市
民
を
考
え
て
、
こ
の
金

額
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。 

答
：
今
回
、
芝
生
の
管
理
と
い
う
こ

と
も
考
え
る
中
で
、
管
理
費
を
含
め

て
料
金
設
定
し
て
い
る
。

問
：
芝
生
広
場
に
つ
い
て
は
、
占
用

す
る
場
合
に
使
用
料
を
と
る
と
い
う

こ
と
で
、
現
状
は
施
錠
し
て
い
る
が
、

今
後
は
開
放
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
良
い
か
。 

答
：
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
公

の
施
設
検
討
委
員
会
が
あ
る
の
で
、

具
体
的
な
活
用
に
つ
い
て
も
考
え
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、
憩
い

の
場
所
な
の
で
、
通
常
は
開
放
し
、

占
有
す
る
場
合
に
使
用
料
を
取
る
と

い
う
こ
と
が
理
解
を
得
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件

︿
教
育
総
務
課
﹀

問
：
学
力
向
上
支
援
ス
タ
�
フ
と
い

う
の
は
ど
う
い
う
人
か
。

答
：
県
で
も
人
材
等
に
つ
い
て
支
援

を
行
�
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
先

生
の
サ
ブ
的
な
形
で
つ
い
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
人
を
各
自
治
体
で
見
つ

け
る
中
で
、
県
で
補
助
を
出
す
と
い
�

た
事
業
。
本
市
の
小
学
校
で
も
支
援

が
必
要
な
子
ど
も
は
増
え
て
お
り
、

学
力
に
ば
ら
つ
き
が
出
な
い
よ
う
、

そ
う
い
�
た
ス
タ
�
フ
を
配
置
し
て

い
る
。
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委員会レポート

厚
生
常
任
委
員
会

産
業
土
木
常
任
委
員
会

　

高
齢
者
通
い
の
場
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
の

　

受
講
者
の
活
躍
は

　

玉
穂
中
央
通
り
線
整
備
事
業
終
了
後
の

　

考
え
は

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件

︿
市
民
環
境
課
﹀

問
：
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

者
が
増
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、
現
在

の
状
況
は
。 

答
：
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

数
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
と
令
和

５
年
で
比
較
す
る
と
、
令
和
４
年
７

月
末
で
申
請
件
数
が
１
万
５
’４
３
５

件
で
申
請
率
が
49・83
％
、
令
和
５
年

７
月
末
の
申
請
件
数
が
２
万
６
’７
６

５
件
で
申
請
率
86・９
％
と
な
�
て
い

る
。

︿
長
寿
推
進
課
﹀

問
：
高
齢
者
オ
ン
ラ
イ
ン
通
い
の
場

事
業
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
に
参
加

さ
れ
た
方
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
地
域

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
方
向
性
は
。

答
：
令
和
４
年
度
に
24
名
が
リ
ー

ダ
ー
講
習
会
を
受
け
た
。
そ
の
方
た

ち
が
自
分
た
ち
だ
け
で
教
え
る
と
い

う
の
は
難
し
く
、
今
年
度
、
オ
ン
ラ

イ
ン
通
い
の
場
事
業
を
行
�
て
い
る

の
で
、
そ
こ
に
サ
ブ
の
講
師
と
し
て

参
加
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
は
、

他
の
地
域
か
ら
も
ス
マ
ホ
教
室
を
や

り
た
い
と
い
う
要
望
も
あ
る
の
で
、

そ
の
方
た
ち
が
講
習
内
容
を
組
ん
で

教
え
て
い
く
ま
で
に
な
れ
ば
良
い
と

思
う
が
、
し
ば
ら
く
は
サ
ブ
の
講
師

で
活
躍
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

︿
子
育
て
支
援
課
﹀

問
：
保
育
園
職
員
の
確
保
が
大
変
な

状
況
に
あ
る
中
で
職
員
が
３
名
減
、

会
計
年
度
任
用
職
員
が
パ
ー
ト
か
ら

フ
ル
タ
イ
ム
に
な
�
た
と
い
う
こ
と

だ
が
、
３
名
減
の
理
由
や
フ
ル
タ
イ

ム
に
な
�
た
会
計
年
度
任
用
職
員
の

待
遇
は
変
わ
�
た
の
か
。 

答
：
正
職
員
２
人
が
退
職
、
再
任
用

職
員
１
人
が
パ
ー
ト
に
移
行
し
た
。

ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職
員
９
名
が

週
５
日
間
で
正
職
員
と
ほ
ぼ
同
様
の

働
き
方
を
し
て
ク
ラ
ス
担
任
を
持
�

て
い
る
た
め
、
フ
ル
タ
イ
ム
と
し
て

一
般
職
員
の
給
与
表
に
準
じ
た
も
の

を
適
用
し
、
処
遇
改
善
を
行
�
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
４
号
︶

︿
産
　
業
　
課
﹀

問
：
指
定
管
理
者
へ
の
光
熱
費
の
高

騰
に
よ
る
補
て
ん
分
の
補
正
が
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
市
は
補
て

ん
し
続
け
る
の
か
。 

答
：
20
％
ま
で
の
高
騰
分
に
つ
い
て

は
指
定
管
理
者
で
支
払
う
が
、
そ
れ

以
上
に
つ
い
て
は
市
で
補
て
ん
を
す

る
と
い
う
取
り
決
め
が
あ
る
。

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件

︿
建
　
設
　
課
﹀

問
：
現
在
、
市
営
住
宅
の
入
居
者
は

全
体
で
何
人
か
。
ま
た
、
空
き
は
何

戸
あ
る
の
か
。 

答
：
市
が
管
理
し
て
い
る
住
宅
は

２
５
７
戸
あ
り
、
入
居
数
が
１
７
８

戸
で
、
空
き
が
82
戸
で
あ
る
。

問
：
空
い
て
い
る
82
戸
は
、
入
居
の

希
望
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
で
も
入
れ
る

の
か
。 

答
：
取
り
壊
し
予
定
等
で
入
居
で
き

な
い
部
屋
も
含
ま
れ
、
受
付
可
能
な

空
き
部
屋
は
17
部
屋
。
即
時
入
居
可

能
な
部
屋
は
４
部
屋
で
、
入
居
待
ち

を
さ
れ
て
い
る
方
が
お
り
、
手
続
き

を
進
め
る
予
定
。

︿
都
市
計
画
課
﹀

問
：
玉
穂
中
央
通
り
線
整
備
事
業
で

最
終
工
区
が
令
和
６
年
度
と
の
こ
と

だ
が
、
こ
の
事
業
の
終
了
後
、
ど
の

よ
う
な
考
え
が
あ
る
か
。 

答
：
今
年
度
、
玉
穂
中
央
通
り
線
の

南
へ
の
延
伸
と
新
環
状
南
通
り
線
の

総
合
会
館
東
交
差
点
か
ら
西
側
の
道

路
の
二
つ
の
路
線
に
関
し
て
概
略
設

計
を
行
�
て
い
る
。
基
本
的
に
は
整

備
済
み
区
間
と
同
じ
幅
員
で
、
そ
の

ま
ま
南
と
西
へ
行
く
計
画
。

簡
易
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
の
件

︿
水
　
道
　
課
﹀

問
：
監
査
委
員
の
意
見
に
広
瀬
ダ
ム

に
係
る
共
同
施
設
負
担
金
で
水
利
権

に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
た
が
、
担
当
課

と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
：
課
題
で
あ
り
、
早
急
に
活
用
方

法
を
見
出
し
て
い
き
た
い
。
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閉会中の勉強会

総務教育常任委員会

厚生常任委員会

産業土木常任委員会

◆日　時 令和5年7月24日
◆テーマ 二子塚古墳の発掘調査について
 富岳通運株式会社との災害協定締結に伴う
　 山梨中央ロジパークの現地確認

◆日　時 令和5年7月24日
◆テーマ 豊富放課後児童クラブの移転に伴う整備状況について

◆日　時 令和5年7月24日
◆テーマ 宇山平地区圃場整備について

　総務教育常任委員会では上記の２つのテーマで現地視察を行いました。
　二子塚古墳では、古墳がつくられた時代背景や発見された経緯、今後の保存方法など
担当課から説明を受けました。委員からは、発見された土器
などの保管場所や方法などについて意見が出ました。
　山梨中央ロジパークでは、富岳通運の担当者から施設の概
要について説明を受けた後、施設内を見学しました。委員か
らは災害時の受け入れ体制等について多くの質問や要望等が
ありました。

　厚生常任委員会では、今年４月に旧豊富庁舎に整備移転された豊富放課後児童ク
ラブの現地視察を行い、施設の整備内容や運営について担当課から説明を受けました。
　比較的広い活動エリアや机が配置された学習エリア、奥に
は静かな読書スペースなどが整然と整備されていました。す
でに夏休みに入っていたこともあり、活動エリアでは大勢の
児童がにぎやかに体を動かしていました。
　各委員は、支援員の先生や子どもたちと直接交流しながら
運営状況を問いかけるなど、子どもたちの笑顔がうかがえる
視察となりました。

　産業土木常任委員会では、豊富宇山平地区圃場整備に
ついて現地視察を行いました。現地において、山梨県中北農務
事務所の担当職員から、図面を見ながら宇山平地区の事業概要
と進捗状況の説明を受けました。委員からは、工期中の豪雨対
策や減歩率の割合、地権者の事業費の負担等についての質問が
出ました。地区内の基盤整備、道路整備が行われ、今後の農業
振興に大きな発展が期待できる事業であると感じました。

世紀の大発見のスケールを実感しました

支所と児童クラブは区切られています

大規模な整備が進められています

閉会中の
勉強会

閉会中の
勉強会

閉会中の
勉強会
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市民 の 談話室

　9月議会中は秋の気配をあまり感じな
い夏真っ只中の気候でした。気象庁の発
表によると観測史上一番暑い9月だった
そうです。今年は年間通してみても観測
史上最も暑い年になりそうとのことで、

暑さ対策に特に苦心した年だったと思います。
　今年はコロナ対策が緩和されたこともあり、各地で
お祭りやイベントが帰って来ました。中央市でも「中央
市ふるさとまつり」が4年ぶりに開催される予定です。
多くの方の参加で大成功することを願っています。   

　今議会にもいくつか関連した議案が出されました
が、防災公園が完成に近づいています。体育館はもう少
しかかりますが、公園部分は今年度には利用開始の予
定です。市民が集う新たな場所になることを期待して
います。

井口　　貢

木下　友貴
内藤　　巧
有泉　　誠　  中沢　美恵
江間　政雄　  田中　輝美
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鍛冶新居

川口　あけみ内藤　大智

中央市に住んで

　我が家が中央市に家を建て、住むようになって

から、23年になります。中央市は緑が多く、商

業施設や医療施設も充実していて、便利で住み易

い所だと思います。

　子どもが小さい頃、中央市の企画で、バスハイ

クに連れて行っていただいた思い出もあります。

小学生になると、毎日のように児童館に通い、楽

しく遊ばせていただきました。また、知人の家族

に認知症の症状が出た時、市役所の包括支援セン

ターに相談すると、すぐに保健師さんが訪問して

くださり、認知予防のサロンを紹介してくださる

など、ていねいに対応してもらい、助かったとお

聞きしました。市町村によっては、そこまで手厚

いサービスが受けられない所もあるようなので、

中央市の住民は恵まれていると感じました。

　日本中で少子高齢化が進んでいて、中央市も例

外ではないと思いますが、子育て世代にも、高齢

者にも快適な中央市に住み続けられるように、私

にできることは何かを考え、協力していきたいと

思います。

下成島1区

てっぺんを目指して

　ぼくはバスケをやっている。小学６年生で背番

号は５。出会いは、1年生の時に友達のお兄ちゃ

んの試合を見に行き、かっこよさに憧れ、ぼくの

バスケ人生が始まった。

　５年生の冬、試合終了のブザーが鳴る。負けた

あの日のことは、今でも覚えている。

　６年生になった今、あの冬がまた近づいてき

た。絶対に勝つという気持ちで、毎日練習を頑張

っている。チームプレイなので、みんなが同じ気

持ちでないと感じ、一人でやっていると思うとき

もあった。勝ちたい思いが強すぎて、仲間にきつ

い言い方をするときもある。でも練習が終わると

上下関係なくコーチも一緒にくだらない話を笑っ

てできるぼくのチームは最高のチームだと思う。

　このチームで今年こそ、てっぺんを目指してい

く。これまで支えてくれた、両親や、コーチ、チ

ームメイトに感謝の思いを忘れず、残りのミニバ

ス人生を仲間と一緒にプレイしていきたい。

さんさん

鍛冶新居

川口　あけみ

中央市に住んで

内藤　大智

下成島1区

てっぺんを目指しててっぺんを目指して

　いつも畑仕事を頑張ってくれている私のおばあちゃんを撮りました。写真撮らせてと言ったら
収穫したトマトを片手に笑顔でこちらを見てくれました。
※ご応募いただいた写真のなかから編集委員会で選考しました。　みなさまのご応募お待ちしております。

◎表紙の写真
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